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   人類に奉仕するロータリー 

氷結   田中 晶洋 

高山西ロータリークラブ

雑誌・広報委員会

 ＜会長の時間＞ 
私は、今年の１月で７０歳となりました。 

本日は「古希」についてお話しします。 

古希は数え年で７０歳を言います。 

古希の色は紫、位の高い人しか身に付け

る事が許されなかったため、長寿への 

敬意の表れとして紫色の物を贈ってお祝するようになったようで

す。 

還暦は数え年で６１歳(満年齢で６０歳)ですが、古希を含めそれ

以降は数え年となり、古希の場合は７０歳、満年齢で６９歳となり

ます。 

 
 
 

＜幹事報告＞ 
◎ＲＩ日本事務局より 

 ・3月のロータリーレートについて   
1ドル 116円（現行どおり） 
◎下呂ロータリークラブより 

・例会場変更のお知らせ 
  ホテルパストール ⇒ ４月３日より  水明館 

◎岐阜西ロータリークラブより 
・例会場変更のお知らせ 
  岐阜会館     ⇒ ６月５日より  岐阜都ホテル 

＜受贈誌＞ 
直前ガバナー事務所（地区記録誌） 
 

 

＜出席報告＞ 

 
 
 
理事追加候補者承認決議 
会長エレクト  米澤 久二 

先般採択されました改正クラブ細則に 

基づき、理事が追加となりました。 

2017～2018年度青少年奉仕委員長に 

ついて理事としてご承認ありがとう 

ございます。 
 

 
＜本日のプログラム＞   
雑誌・広報委員会 

委員長  長瀬 達三 

本日の雑誌広報委員会担当例会

は、副委員長の黒木さんに卓話を

お願いいたしました。 

奇しくも本日皆さんのお手元に高山市民時報のロータリー特集

号をお配りしていますが、こちらは毎年委員会予算を計上して掲載

しているものです。黒木さんは、新聞紙上を賑わせるひだ信の様々

な事業の仕掛け人として活躍される傍ら、皆さんご存じの通り著作

も出版されており、講演活動も活発にされています。そのご経験を

踏まえ広報についてお話いただきます。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒木 正人 

雑誌・広報委員会の基本方針の一つに、「ロータリークラブの理念

や奉仕活動の内容が、地域社会の共感を得られるように広報する。」

というのがある。そして高山市内3ロータリークラブ共同で日刊紙

あるいは市内紙にロータリー活動に関する記事を広報するとして、

予算が取ってある。 
 ロータリークラブは、公共的性格がある奉仕団体であるので、も

っとパブリシティを活用したらどうかと考える。 
 パブリシティとは、企業のPR活動のひとつで、広告とは異なり、

一般的に企業がマスメディアという媒体を利用し、代金を払わない

で宣伝することで、実質的に広告と同じような効果を生むものであ

る。 
 ロータリークラブの活動を、プレスリリース配布や取材をしても

らうことによって、もっと積極的にアピールして、新聞記事やニュ

ースとして報道されることで、しっかりと広報していくことが望ま

れるのではないだろうか。 
 

 出席 Make-Up 出席者数 会員数 出席率 

前々回 32名 ２名 34名 39名 87.18% 

本日 35名 － 35名 39名 89.74％ 



例 会 報 告  

人類に奉仕するロータリー 

 

＜ニコニコボックス＞ 

●井辺 一章さん、堺 和信さん 

カルロス・ゴーン氏が日産自動車のトップを17年ぶりの交代に踏 
み切りました。自らは代表権のある会長として日産の経営監督を引 
き続き行うと共に、三菱自動車の会長として本格的に再建に取り掛 
かるようです。ルノー・日産連合という新たな形態で日産の再建に 
成功したゴーン氏の手腕に期待します。本日は雑誌・広報委員会担 
当例会です。副委員長の黒木正人さんが卓話をされます。よろしく 
お願いいたします。  
●黒木 正人さん 

今日は、雑誌・広報委員会の担当例会です。私がパブリシティ（企 
業がマスメディアを利用し代金を払わないで宣伝する事）と本の出 
版にかかるよもやま話をしますので、どうかよろしくお願いします。 
●米澤 久二さん、鴻野 幸泰さん 

昨日はとてもいい事がありました。ありがとうございました。 

●田中 晶洋さん 

本日、妻の誕生日に素敵な花束が届きました。ありがとうございま 
した。次女が大学進学で4月から夫婦二人の生活になるので、家庭 
内に妙な緊張感が漂っています。頑張って嫁さんファーストの生活 
をおくりたいと思います。 
●下屋 勝比古さん、田中 武さん、米澤 久二さん 

3月5日、当クラブ共催のソフトミニバレーボール大会が開催され

ます。選手は１勝目指しますので応援お願いします。 

●大村 貴之さん 

平成19年7月からサンタの倉庫さんと始めた『ペットボトルキャ 
ップを集めて世界の子供たちにワクチンを』の活動で、今月15日 
に遂にポリオワクチン10万人分のキャップを集めて寄付する事が 
出来ました。今後も活動を続けますのでご協力お願いします。 

●塚本 直人さん 

本日は多くの皆さまから雫宮祭のご協賛をいただきありがとうご 
ざいます。ご厚志は大切に活用させて頂き、祭りを精一杯盛り上げ 
ます。 
●伊藤 松寿さん 

本日｢高山市国保運営協議会｣出席のため早退します。 
●田近 毅さん､斎藤 章さん､古橋 直彦さん､遠藤 隆浩さん､ 

垣内 秀文さん､長瀬 達三さん､井上 正さん､新井 典仁さん､ 

榎坂 純一さん､松川 英明さん､高桑 光範さん､萱垣 敬慈さん 

いよいよ来月、2017 ワールドベースボールクラッシックが開催さ

れる。日本はＭＬＢアストロズの青木宣親外野手を含む精鋭たちが

2大会ぶりの世界一奪還を狙う。二刀流の大谷選手の欠場は残念だ

が、決勝まで駒を進めて欲しい。頑張れ！サムライジャパン！！  

座右の銘    
      大村 貴之 
 

『石橋を叩いて渡る』  

 

言葉の意味は、「石橋のような堅くて丈夫なものであっても叩

いて安全確認してわたるということで、物事は用心には用心を

重ねて慎重にということ。」であることから、物事を行う場合に

は常に安全・慎重に事前準備と確認を心掛けています。 
 しかし、慎重になりすぎ前になかなか進めない時があるため、

叩いて安全確認が出来たら石橋を信じて思い切って進むことに

しています。 
 今後も、石橋を叩き壊さない程度に安全確認をし、いろいろ

なことに挑戦をしていきたいと思います。 

座右の銘    
       長瀬 達三 
 

１：『愚者は経験に学び、  
賢者は歴史に学ぶ』  

 
２：「縁尋機妙 多逢聖因」  
 
１：初代ドイツ帝国宰相オットー・フォン・ビスマルクの名言です。

 愚者は自分の経験からのみ学ぼうとするが、自分の誤りを避 
けるためにも他人の経験（歴史）から学ぶことが重要である」と、

説いていたそうです。経験は大変重要ですが、歴史に学ぶ＝学問

や読書によって知識を得ることがまず先であるということです。

２：安岡正篤師の名言です。 
 良い縁がさらに良い縁を尋ねて発展していく様は誠に妙なるも

のがある、良い人に交わっていると良い結果に恵まれる、つまり、

人間はできるだけ良い機会、良い場所、良い人、良い書物に出会

うことを考えなければならないということです。 

座右の銘    

     塚本 直人 

『時は金なり  
（ＴＩＭＥ ＩＳ  

ＭＯＮＥＹ）』  
 
現在、私は保険タイム株式会社の代表取締役を務めています。

時間が会社名です。座右の銘から会社名を付けたのではありま

せん。しかし、きっと座右の銘である「時は金なり」は少なか

らず、私の価値観や、考え方そして人生に大きく影響を及ぼし

ていると思います。中学校の卒業文集にも「ＴＩＭＥ ＩＳ Ｍ

ＯＮＥＹ」と記してありました。 
時間は時計と密接につながっているので時計をコレクション

している時期もありました。新幹線でトヨタ自動車の張富士夫

社長（２００３年当時）に会い、言葉とサインを頂いた英語版

「ＴＩＭＥ」がはいった額は、保険タイムの財産になっていま

す。そして現在、保険タイムが毎月発行している「月刊ＴＩＭ

Ｅ」も昨年１１月に無事１周年を迎えました。若いころ随分貴

重な時間を無駄にしてきたかもしれませんが、もうすぐ５０歳

になりますので、人生を全うするために精一杯、充実した時間

を過ごしていきます。 
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